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１．お知らせ 

２．役員のコラム （中村） 

３．せるツイート  

４．ワークショップ（バーチャルスライド（WSI）を用いた実習）を開催して （濱武）  

５．編集後記 （ジャーナル担当） 

 

 

１）細胞診断能力開発プロジェクトについて 

２）２０２２年度 兵庫県臨床細胞学会・兵庫県細胞検査士会総会 審議結果について 

３）年会費振込先変更のお知らせと納入のお願いについて 

 

１） 第２回 細胞診断能力開発プロジェクト（プロジェクトABCD）について： 

    兵庫県細胞検査士会 会 長 鳥居良貴 
 
 

 いつも兵庫県細胞検査士会の活動にご理解、ご協力いただき誠にありがとうございます。 

兵庫県細胞検査士会メールジャーナルにもご案内しております「ABCDプロジェクト」。 

このプロジェクトはセルフスタディとして、Self-Study Survey（自己学習のための細胞テスト）を目的に 

教育的視野から自己学習を行う形式として実施しております。 

もちろん外部精度管理ではなく、また強制でもなく自由参加な自己学習テストです。 

「第2回ABCDプロジェクト」を届けさせていただきます。 

既に兵庫県細胞検査士会ホームページ（http://hyogoct.com）のトップページにあります「症例検討」に 

公開しております。 

症例検討 → パスワード入力くださいとありますから、半角にて下記入力ください。 
 

 8AQ4hd63eF 
  

第1回と同様に、実際に試行していただき、ご意見ご感想がございましたら本メーリングリストに 

お寄せください。よろしくお願いいたします。 
 
 



３) 年会費振込先変更のお知らせと納入のお願い 

 
令和５年度分（令和５年 １～１２月分） 兵庫県臨床細胞学会年会費をご請求差し上げます。 

下記に記載の口座へのお振込み（電信振込）の程よろしくお願い致します。 

【 振込先 】 

金融機関：三井住友銀行 

支店名：西宮支店 

口座番号：普通 ８９０２３９５ 

受取人名：ヒョウゴケンリンショウサイボウガッカイ（兵庫県臨床細胞学会） 

☆振込者名は、「 年度+会員番号+氏名 」でお願いします。 
※複数名で一緒に振り込まれた場合は、振込後に、「年度」と全員分の「 会員番号 」「 氏名 」 

「 各振込金額 」を兵庫県臨床細胞学会事務局へメールで連絡お願い致します。 

【 振込金額 】 

・細胞診専門医：２，０００円 

・細胞検査士：３，０００円 

内訳：日本臨床細胞学会近畿連合会分担金 １，０００円 +兵庫県臨床細胞学会年会費 １，０００円 

+兵庫県細胞検査士会年会費 １，０００円 （ 細胞検査士のみ ） 

※近畿連合会分担金は、近畿地区の他府県支部との重複会員で、近畿連合会分担金を他府県から納入済

の場合は不要となります。 

その場合は、振込後に「 会員番号 」「 氏名 」「 振り込まれている支部名 」を兵庫県臨床細胞学会事務局へ 

メールで連絡をお願い致します。 

２） ２０２２年度 兵庫県臨床細胞学会・兵庫県細胞検査士会総会・審議結果について 
 

・・・審議事項・・・・ 

＜兵庫県臨床細胞学会＞ 

議案１ 令和４年度 活動報告 

議案２ 令和４年度 会計報告ならびに会計監査報告 

議案３ 令和５年度 活動方針案 

議案４ 令和５年度 予算案 

議案５ 令和５・６年度 役員選出案 

議案６ 令和５・６年度近畿連合会評議員（理事）の選出案 

＜兵庫県細胞検査士会＞ 

議案１ 令和４年度活動報告 

議案２ 令和４年度会計報告ならびに会計監査報告 

議案３ 令和５年度活動方針案 

議案４ 令和５年度予算案 

 

 以上、全てが承認されました。 

 

初めてのハイブリッド形式での総会は150名を超えるご参加を賜り、お陰様で盛会裡に終了することができま

した。ご参加いただきました皆様、多大なるご支援をいただきまし関係者の皆様に心より感謝申し上げます。 

                                                                                             兵庫県臨床細胞学会        

                                                     兵庫県細胞検査士会   



 

 

 

「郷に入っては郷に従え」 
 
 
 
 

兵庫医科大学病院 病院病理部 中村純子 

 
 

 

¡Hola! ¿Qué tal? 皆さんお元気ですか？サッカーなどでもよく聞くスペイン語です。「ホラ」ではなく「オラ」

と読みます。びっくりマークやクエスチョンマークが上下逆さまで文をはさんでいて面白いですよね。 

私が初めて行ったスペイン語圏の国はメキシコで、スキューバダイビングを始めてから憧れの地だった

バハカリフォルニア。野生のアシカとダイビングができるんですよ。 

スペイン語はもちろん英語もほとんど話せないのに、日本人のいるダイビングショップを頼りに1人で行っ

たので、空港でジュースを買うのも大変。覚えたスペイン語で「いくらですか？」と聞いても返ってくる値段

が早口で聞き取るわけもなく、お姉さんがレジに打ち出してくれてなんとかお支払い。 

グラシアス！は忘れずに。 

夕食にタコスを食べに屋台へ行ってスペイン語のメニューを読んで頼んでみる。 

現地の方に現地の言葉で話してみる、現地の食べ物を食べるというのが私の海外旅行の楽しみのひと

つです。 

最後まで読んでいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

 

 

ティオティワカン遺跡 



 

 

 

～様々な角度から見てみよう～ 

 
「せるツイート」では、基本症例から難解症例、背景の物質や、油浸でみる細胞など様々な細胞像を 

ゆる～いノリで出題または紹介いたします。 

色んな角度から見た細胞像を気軽に共有しませんか？ 

もしかしたら、新たな発見があるかも！？ 

気になる細胞を「クイズ形式」や時には逆に教えてくださいと、「なげかけ形式」で紹介したいと思います。 

※奇数月は問題、偶数月は回答やご意見を掲載いたします。 

症例８はこちら↓ 

 

          

          

 

         ＜ 症例８＞  年齢および性別： ４０歳代 女性 

                    検体        ： 肺胞洗浄液 

                    臨床所見     ： 経時的に拡大する両側の間質性肺炎 

                    染色        ： パパニコロウ染色 

  

細胞を見て何か気付く事はありますか？ 



４．令和4年度第2回兵庫県臨床細胞学会・兵庫県細胞検査技師会合同研修会を開催して 

  

兵庫県立尼崎総合医療センター 濱武 周平 
  

今年度2回目となる研修会では、バーチャルスライドを用いたスライドカンファレンスを地区委員が中心と

なって開催しました。 

今回のスライドカンファレンスでは、前回と同様で、地区委員が出し合った症例の中から7例のバーチャル

スライド画像をホームページに掲載し、実際に動かしてもらって、投票をしていただき、症例出題者が 

解答・解説を行うというものでした。バーチャルスライドを用いて解説することは、自分は初めての経験で、

解説の流れ、バーチャル画像内の細胞の選択、説明の方法など、考える点が多くありました。 

参加者も100名を越えており、このような大規模な研修会で発表することが今までなかったため、緊張と不

安がありました。 

しかし、事前に地区委員の方にスライドを確認してもらったことや解説を聞いていただいていたため、落ち

着いて当日は発表できたのではないかと思います。また自分の解説に関して、小笠原先生から貴重な助

言をいただき大変勉強になりました。 

演者だけでなく、他の地区委員の方も日程や、当日の流れ、内容など調整してくださり、全員で力を合わせ

ることができました。団結力も強く、親切な方々ばかりのこのチームの一員であることを嬉しく思っています。 

今回無事に開催できたのは、地区委員だけでなく、小笠原会長、鳥居会長を始め、講演していただいた 

河原先生、研修会のホストを担っていただいた兵庫医科大学病院の検査技師の皆様、兵庫県臨床細胞学

会、兵庫県細胞検査士会の方々のご協力のおかげです。 

今後もこのような研修会が開催されることがあるかと思いますが、ご都合が合えば、是非参加していただけ

ると幸いです。 

最後まで読んでいただきありがとうございました。 

 

 
 

 

 
 

 

特別講演  

演者  河原 先生        

 座長 小笠原 会長（兵庫県臨床細胞学会） 

～研修会の様子～ 



設問１ 濱武技師（細胞検査士会） 

 

 

設問２ 小林技師（細胞検査士会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問３ 中 技師（細胞検査士会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問４ 米川技師（細胞検査士会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問５ 尾松技師（細胞検査士会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問６ 加藤技師（細胞検査士会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問７ 黒田技師（細胞検査士会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会の挨拶 鳥居 会長（細胞検査士会） 



５．編集後記  

ジャーナル担当：岡田、片山、黒田、坂本、濱武 、山口  

 

 

春の日差しが暖かく感じる季節となりました。 

何だか忙しい年度末もあと数日です。 

来年度は、環境の変化などがある方もいらっしゃるかと思いますが、体調にはお気を付けてお過ごし下されば 

と思います。 

 

 

 

  
 
 

 
 

兵庫県細胞検査士会メーリングリストでは、メールジャーナルを初め、勉強会等、様々な情報を配信して

います。 

ご職場やお知り合いの方などで、登録が未だの方がいらっしゃれば、ぜひこの機会にお勧め下さい！ 

皆様のご協力をお願いいたします。 
  

メーリングリストへのご登録、変更および登録解除はこちらから↓ 

兵庫県細胞検査士会 メーリングリスト 
 http://www.hyogoct.com/ml-info.html 
 
 

兵庫県細胞検査士会へのお問い合わせはこちらから↓ 
 
http://www.hyogoct.com/office.html 
 
  

兵庫県細胞検査士会ホームーページ↓ 
 
http://www.hyogoct.com/index.html 

 

※兵庫県細胞検査士会では、 

メーリングリストへの登録をお願いしています！ 


